
「緑の募金」は森林づくりを通して地球温暖化防止などに役立っています！ 

大丸山に今も残る人工林の倒木 

 イベント実施要領  

 

行事名：緑の募金事業 2009 年度秋の森づくり県民大作戦 

伊東・宇佐美 大丸山に緑を復活させよう!! 
～大丸山の治山と景観づくりのための植林活動～ 

開催日時：2009 年 11 月 22 日（日曜日）午前 9時から   

主催：静岡県・社団法人静岡県緑化推進協会・宇佐美の森を守る会 

協力：「小さな親切」運動静岡県本部、伊東市内のボーイスカウト有志、天城の

ブナと語る会、伊東赤十字奉仕団救援隊、 

宇佐美区、宇佐美観光会、亀石・城間山の会、宇佐美城宿町女性の会、宇佐美

民宿おかみ会、ＮＰＯ法人森のボランティア、ＮＰＯ法人伊東里山クラブ。 

参加見込：60－100 名（スタッフ含む）。 

目的：かつて強烈な風を伴った台風※に

よってヒノキ人工林に大きな被害が出

た大丸山（だいまるやま、標高 502.8

ｍ）に緑を復活させるため、地域住民

を主体にしたボランティア活動で苗木

を植えます。 

大丸山は、宇佐美市街地から数キロ

メートルの位置にあって巣雲山（すく

もやま）ハイキングコースの途中にあ

る山です。中腹まで登ると扇状に広がる市街地と相模灘を一望する光景がとて

も魅力的です。今回の活動は、改めて針葉樹を植えなおすものではなく、適地

適木の考えと景観づくりを意識した樹木を計画的に植栽することにより、自然

を生かした観光資源として育てていくものです。苗木は 10種類 253 本。 

 
※ 5 年前の 2004 年 10 月 9日午後 4時すぎ、伊豆半島を横断した台風 22 号。 

大丸山に植林した樹齢 40 年以上のヒノキも膨大な本数が強風で倒れた。 

 



「緑の募金」は森林づくりを通して地球温暖化防止などに役立っています！ 

市民ボランティアにより植林する大丸山の台地 

経緯：台風被害の後、地元の住民は、任意団体「宇佐美の森を守る会」を組織

して翌年から大丸山の倒木の処理を始めました。亀石・城間山の会、伊東里山

クラブなど森づくりグループもこの活動に協力し、巣雲山に通じるハイキング

コースを修復しました。 

やがて、静岡県が荒廃

森林の健全化などを目的

とした「森の力再生事業」

をこの大丸山ヒノキ植林

地帯（間伐作業など）で

繰り広げました。 

また、今秋より県は大

丸山の崩れた山腹修復工

事を開始しました。工事

個所は植林イベント会場

となる台地の北斜面です。 

風倒木跡地については、

自然の植生に任せる考えもありますが、治山を目的とした森の力再生事業の締

めくくりとして、県が今回植林する苗木全部を提供してくれます。 

海からの強い風を抑える役割のウバメガシ、ヤマハンノキ、ヤシャブシ。春

から初夏にかけて山歩きの人たちを可憐な花で迎えてくれるヒュウガミズキ、

シャリンバイ、ヤマボウシ。また、山に残ったヒノキ林を守る役目でケヤキ、

イチイガシ、シラカシ、センダン。 

小さな苗木で直ちに緑が復活するわけではありませんが、木々の成長ととも

にはげ山となった大丸山が土壌の力を回復して、緑豊かでハイキングに訪れる

人を楽しませてくれる魅力的な里の山になることを期待しています。 

苗木の保育活動は、宇佐美の森を守る会の定期的な山の手入れの一環として

行っていきます。 

 

植林樹種 本数 種類 特徴 
ウバメガシ 70 ブナ科 常緑低木～高木 
ヤマハンノキ 25 カバノキ科 落葉高木 
ヤシャブシ 25 カバノキ科 落葉小高木～高木 
ヒュウガミズキ 25 マンサク科 落葉低木 
シャリンバイ 70 バラ科 常緑低木～小高木 
ヤマボウシ 10 ミズキ科 落葉小高木～高木 
ケヤキ 10 ニレ科 落葉高木 
イチイガシ 10 ブナ科 常緑高木 
シラカシ 5 ブナ科 常緑高木 
センダン 3 センダン科 落葉高木 



「緑の募金」は森林づくりを通して地球温暖化防止などに役立っています！ 

¾ 植林イベント参加者募集要項  
 

行事名：緑の募金事業 2009 年度秋の森づくり県民大作戦  

伊東・宇佐美 大丸山に緑を復活させよう!! 

～大丸山の治山と景観づくりのための植林活動～ 

伊豆の海を臨む景観が見事です。あなたの記念樹を植えてください。 

 

開催日時：2009 年 11 月 22 日（日曜日）午前 9時から（8時半より受付開始）

≪小雨決行≫ ※当日午前７時に開催可否を決める。 

集合場所：宇佐美コミュニティセンター 

（伊東市宇佐美 1645 番地の 6 電話 0557-47-3399） JR 伊東線宇佐美駅より徒歩 5 分 

参加条件：サポートなしで山歩きできる人、小学生以下は父兄同伴。 

参加費：無料（主催者が傷害保険に加入します）。 

 

持ち物：植えた苗木に与える水（ペットボトル 500ml 以上）と園芸用シャベル、 

弁当・飲み物の持参は自由。軍手は配布します。 

 

参加申し込み：宇佐美の森を守る会事務局（＝宇佐美コミュニティセンター、 

電話 0557-47-3399）住所・氏名・年齢・連絡先をお伝えください。 

日 程： 

8：30 宇佐美コミュニティセンターで参加者受付。 

9：00 出陣式。 

9：20 
第 1陣をバスで阿原田入口へ輸送。 

（バス第 2陣は 9：50 出発） 

9：30 第 1陣、降車後、徒歩で現地へ向かう。 

10：10 第 1陣、大丸山見晴らし台に到着。植栽位置の説明と苗木、軍手を配布。 

10：45 
第 1陣、植え終えた人から下山、阿原田入口からバスでコミセンまで移動。 

（第 2陣も同じ）。 

11：30 コミセン 3階会議室にて「トン汁」もてなし。 

 


